














　This report is a theoretical study for establishing an analytical frame for an empirical 
understanding of retail trade trends in the near future. Retail marketing most strongly received 
theoretical influence from the manufacturing industry. However, this theoretical construction 
did not function well for customers of the manufacturing industry. It was not enough to 
account for the progress of IT introduction and changing sense of values among increasingly 
diverse customers. I consider this environmental change and have fundamentally reviewed 
past traditional marketing in marketing studies, and various concepts and ways of rethinking 
appear.
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Vargo and Lusch が多く参照する北欧学派のサービスや関係性の概念について、その代表
的研究者の Grönroos や Gummesson の先行研究を考察して明らかにする。そして、最近

































































た。代表的な研究としては、Parasuraman et al. （1985）のギャップモデル、Parasuraman 



















































　Vargo and Lusch（2004）によって提示された S-D ロジックは、動詞形のサービスを中
心としてこれまでの伝統的マーケティングに転換を迫ろうとする北米研究である。Vargo 













































































































































































　Vargo and Lusch は S-D ロジックの主張の中で北欧学派の代表的な研究者である
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を与えても限定的であり実行に向けては問題があると指摘する。Gummesson は、Lusch
と Vargo との共著で論文を発行して、S-D ロジックとネットワーク・アプローチや相互
作用アプローチは親和性が高いと主張している（Gummesson et al.（2010））。































































































　2007年10月に、アメリカマーケティング協会（American Marketing Association: AMA）は、
マーケティングの定義を改定した。全文は「Marketing is the activity, set of institutions, 
and processes for creating, communicating, delivering, and exchanging offerings that have 
小売マーケティング研究の新たな視座へ向けた理論研究　価値共創の先行研究の考察から（藤岡芳郎）
（15）15













































出所：Lazer ＆ Kelley （1961）p. 36をもとに筆者作成。




































　サービスに対する研究の系譜で Berry and Parasuraman （1993）は小売業とサービスは
分離不可能であると提示して小売業をサービス・プロバイダーとして捉える新たな視点を
提示している。そして、サービスに関する研究は顧客満足の測定などで継続して発展して
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